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学
私
罫
予
か

∇
運
動
会
　
　
　
九
月
　
九
日

▽
前
悠
莱
考
準
開
始
九
月
　
二
十
日

∇
県
申
覚
水
泳
大
会
十
月
不
・
七
日

∇
罷
二
二
A
T
　
十
月
十
九
日

∇
摂
横
暴
　
　
十
月
二
十
K
日

盛
大
な
プ
ー
ル
開
き

模
範
泳
法
に
か
た
ず
呑
む

◇
監
秋
、
悪
縁
に
プ
ー
ル
が
覆
さ
れ
た
が
落
書
か
ね
た
訝
○

◇
の
プ
ー
ル
険
き
が
去
る
七
月
十
週
日
、
窟
蒜
伊
虚
芙
匡
あ
れ
◇

〇
・
た
。
我
欲
の
プ
ー
ル
は
蕗
年
の
五
月
苦
衷
、
葵
に
毒
五
カ
月
〇
・

〇
の
日
原
姦
義
明
薫
の
夢
電
工
革
題
め
ら
れ
蕾
夢
少
の
◇

○
支
障
誓
っ
た
宴
重
任
霊
慧
の
熱
心
蟄
め
長
く
○

○
完
成
し
た
わ
け
で
挙
句

増
層
は
や
や
滞

暴
力
で
は
あ
っ
光

一
が
l
義
援
慧
英

人
、
県
藍
盟

理
事
長
、
瀬
川
牧

畜
拭
そ
の
他
多
数

の
葉
準
の
万

彗
哀
れ
に
全
枚

．
崖
徒
か
出
席
し
武

智
行
っ
た
。

▼
鼻
緒
に
聾
に

よ
る
帝
は
ぁ
い
が

あ
っ
た
軍
学
松

野
プ
ー
ル
経
過

望
口
と
金
管
縫

．
が
泳
げ
る
よ
う
と

の
雀
田
の
軍
曹
、
釈
い
で
指
紋

濃
P
℡
A
毒
熟
朗
氏
、
戸
隠
先
生

、
橋
拙
筆
民
、
産
金
薯
掛
勝
参

者
の
妻
車
樽
の
後
、
金
枚
鏡
徒
に
よ

っ
て
放
歌
が
斉
唱
さ
れ
式
が
終
了
し
た

沢
に
招
待
し
た
市
内
小
、
申
、
甫
鍵

そ
れ
に
茶
佼
水
泳
部
の
連
字
た
ち
も
卿

わ
り
お
う
い
に
力
泳
し
、
白
熱
し
た
レ

ー
ス
岳
し
た
．

嘉
に
小
津
校
の
部
変
相
わ
れ

た
が
出
均
し
た
チ
ー
ム
が
城
南
小
学
校

一
チ
ー
ム
だ
け
で
も
よ
っ
と
物
足
助
な

さ
粉
感
じ
た
、
し
か
し
申
悸
政
の
部
に

帝
い
て
雫
滴
中
学
、
．
河
南
中
学
、
許

川
中
呼
、
そ
れ
に
オ
エ
ノ
ン
と
し
て
事

故
申
鐘
水
泳
部
蛋
如
し
義
を
展

開
し
二
等
聯
甲
学
チ
ー
ム
、
二
位

厨
川
中
学
チ
ー
ム
、
三
枚
河
胃
と
な
っ

た
。次
い
で
滞
枚
の
賢
し
は
腰
間
嘉
と

本
牧
と
u
笛
戦
し
、
終
始
熱
戦
を
く
カ

返
し
た
が
わ
ず
冊
の
蕪
で
本
牧
が
一
位

と
な
っ
た
。
一

盗
彗
日
の
呼
び
も
の
で
あ
る
】
膏

㍍
メ
ド
レ
ー
カ
レ
ー
と
田
虫
形
一
膏
㍍

リ
レ
ー
唱
苑
現
に
よ
る
藁
東
レ

義
新
派
辟
生
チ
」
ム
、
戦
後
茶
業
し

た
戦
後
派
摩
生
チ
ー
ム
と
本
筆

泳
部
、
中
隊
水
泳
部
Q
四
チ
ー
ム
に
別

慧
開
し
た
。

霧
に
一
膏
㍍
の
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
、
蔓
盆
チ
ー
ム
が
ー

位
と
な
っ
た
が
、
目
鼻
二
百
㍍
リ
レ

ー
に
淘
い
て
は
茶
綬
現
役
チ
ー
ム
と
敬

最
澄
生
チ
ー
ム
と
の
間
で
、
終
始
空

戦
な
く
島
し
た
が
つ
い
巌
幾
枚
草

生
チ
ー
ム
が
タ
ッ
チ
の
芦
で
寵
姦
役

チ
ー
ム
を
し
の
ぎ
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
な

ら
ず
め
た
。

途
中
、
墓
嘉
川
故

書
記
よ
る
、
苔
象
野
水
浮
流
の
揆

窮
乱
鍔
資
円
い
、
お
お
い
に
馨
の
岡

持
虞
得
た
。

沢
に
金
聖
徒
童
に
入
札
先

年
か
鼻
食
の
紅
白
の
童
子
盗
歳

し
た
後
、
中
に
は
帰
っ
た
も
の
も
あ
っ

た
が
、
ふ
た
た
葺
ノ
ー
ん
に
葬
っ
た
。

念
蔭
彗
星
チ
ー
ム
と
県
下
に
一

チ
ー
ム
し
か
な
い
苓
校
チ
ー
ム
と
モ
水

球
部
行
わ
れ
芋
に
打
縛
る
熱
戦
が
開
閉

さ
れ
た
特
異
、
前
半
4
！
0
、
後
半
2

・
・
・
2
の
辟
較
菅
つ
づ
け
計
6
・
；
2
の
大

葬
で
姦
チ
ー
ム
が
基
轟
崖
チ
ー
ム
を

放
っ
て
鞘
堂
閻
レ
た
。

国
事
悪
質
行
為

畢
生
、
満
閻
ジ
ー
ズ
ン
の
秋
に
入
り

苓
故
の
飼
葉
も
こ
の
と
こ
ろ
め
っ
き

h
轟
徒
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
咤

さ
て
、
露
休
象
以
後
よ
り
、
生
徒
諸
君

の
図
幕
に
お
け
る
意
芳
為
が
め
っ

き
り
岳
見
て
き
た
。

こ
の
悪
夢
為
曇
の
書
芸

部
分
を
切
り
裁
っ
た
り
あ
る
い
は
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
た
む
す
る
。
こ
れ

で
は
我
々
が
等
ル
モ
い
る
餌
外
貸
出
し

も
不
可
能
義
う
。
兎
角
我
々
の
図
番

餌
で
挙
の
以
上
銃
火
0
良
心
を
も
っ
て

こ
う
い
う
こ
と
は
鳥
罪
と
も
な
く
し
た

【関係者、先蟹ヾ生徒を前におと
そかlこ神主による献納式】

目
茶
動
物
棺
物
躇
金
東
北
安
部
大
会

管
少
年
部
断
賓
東
金
は
、
去
る
八
月

十
八
日
（
士
幌
日
）
、
常
亭
大
学
義

教
碧
螢
部
に
於
て
、
東
北
各
県
の
小
学

中
学
、
帝
政
托
約
七
十
名
の
坦
博
の
も

と
に
行
わ
れ
た
。

会
場
喝
苓
「
琴
一
会
場
に
看

ら
れ
、
茶
放
出
渉
者
は
『
鎧
博
、
発
生

の
部
』
．
で
あ
る
茅
墓
場
モ
あ
っ
た
。

本
校
伊
あ
は
牽
官
の
金
港
、
村

田
仁
琶
古
谷
が
矢
部
の
こ
嚢
が
出
場

し
、
大
い
覧
蛍
の
研
究
の
撃
姦
表

し
た
。
暫
く
し
て
、
ア
モ
リ
の
項
生

翼
』
を
所
要
表
し
た
墓
旧
宅
、

文
粁
田
仁
志
、
古
浴
蓋
者
が
共
同

で
q
蕃
ノ
ン
シ
ョ
ウ
牙
の
雪
嶺
撃

豊
毒
し
、
ど
ち
ら
も
、
そ
の
研
究
鴇

表
の
輯
綿
が
修
罪
で
あ
る
旨
の
表
紫
状

が
授
与
さ
れ
た
。

纂
墓
に
合
掌
す

例
年
の
通
鞄
啓
二
前
頭
正
翁
の
、

茅
蓼
カ
が
、
去
る
八
月
十
三
日
官
）

年
前
九
時
よ
カ
大
望
高
久
畳
茫
お

い
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
娃
第
歳
並
に
韓
徒
、
約
七

十
名
が
参
加
し
た
。

慧
桑
生
の
焼
香
、
次
い
で
先

等
の
合
琴
が
あ
っ
た
後
、
生
徒
代
表

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
参
加
し
て

我
空
行
が
神
官
を
夢
見
な
が
ら
盛

岡
を
後
に
し
た
の
唱
十
五
日
の
名
り

十
八
時
十
五
暴
騰
時
準
急
行
列
革
で

遜
っ
た
。
専
申
大
金
に
お
け
る
組
専

話
し
合
い
な
が
ら
夜
の
ふ

十
六
嚢
で
あ
る
障
帝
荘
に
到

静
し
直
頃
ま
で
酵
眠
k
午
縛
か
臭

華
で
あ
る
日
大
水
泳
部
の
濁
雪
ん
を

訪
ね
た
。
そ
の
後
軽
い
賦
習
著
し
、
丁

度
日
大
水
泳
部
の
人
達
が
お
っ
た
の
で

護
さ
ん
に
練
習
試
合
な
し
て
く
れ
る

よ
う
に
溶
願
い
し
た
。
そ
れ
を
快
よ
く

引
き
受
け
て
く
れ
、
讃
川
逸
事
も
一
緒

に
な
っ
て
色
々
と
指
導
レ
て
下
さ
っ
た

り
幕
レ
て
下
さ
っ
た
カ
し
た
。
そ
の

た
め
我
々
の
寧
芹
番
っ
た
革
等
を
教

え
ら
れ
明
日
の
試
合
は
金
刀
で
敬
う
と

今
毎
度
の
昏
達
、
・
県
体
も
滞
少
な

く
終
カ
、
墓
東
に
附
け
る
体
育
静
の

潜
動
管
、
議
璧
遺
し
た
伊
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

優
膵
贋
の
敬
で
云
々
す
る
の
で
は
な

了
が
、
今
年
の
歪
星
辞
、
や
は

カ
『
森
』
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
伊
。

今
年
は
、
覆
達
、
県
体
の
い
づ
机

も
、
轟
目
に
塗
軌
の
禾
惜
敗
し
て
い

る
。
優
勝
旗
、
優
勝
杯
が
林
托
し
た
数

年
前
愚
兄
は
、
や
ば
め
伺
か
も
の
さ

び
し
い
。

昨
年
は
、
環
部
が
県
大
会
、
卑
羽

大
会
に
優
勝
し
て
、
甲
子
観
に
出
場
し

た
革
賀
誇
カ
と
感
じ
、
虐
冊
も
自

分
ま
空
が
野
球
部
の
選
手
で
挙
の
伊
の

Ⅶ
く
に
嬉
し
く
囁
レ
た
も
の
だ
。

優
勝
す
る
こ
と
そ
れ
鼻
が
、
何
の

静
日
に
串
い
て
も
、
選
霞
外
の
我
火

に
蓉
窒
聡
レ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
今
東
宮
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
挙
①
。

今
年
の
茶
枚
、
ラ
グ
ヒ
ー
に
し
て
も

バ
レ
ー
に
し
て
も
、
聾
警
芸
メ
ン
バ

ー
を
有
し
て
い
な
が
ら
、
確
膵
智
頭
し

遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
喝

い
か
に
も
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

貴
明
で
は
、
ど
の
熟
も
ヲ
ァ

イ
ト
歪
』
を
あ
げ
て
い
る
。
・

フ
ァ
イ
ト
古
闘
志
に
欠
け
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
は
据
年
の
茶
硬
に
お
い
て

押
し
感
出
滴
々
痘
れ
る
管
の
蘭

魂
を
、
そ
の
轟
に
ぶ
ち
込
ん
で

戦
っ
た
酌
が
い
骨
格
あ
っ
た
か
。
霞

で
勝
っ
て
フ
ァ
イ
ト
で
啓
た
』
な
ど

と
い
う
の
は
な
限
っ
た
伊
、
も
し
あ
っ

た
と
し
た
ら
恥
し
い
こ
と
だ
と
い
わ
ぬ

は
な
琴
ま
い
。

帯
校
の
ス
ポ
ー
ツ
冊
あ
、
フ
ァ
イ
ト

を
怖
じ
て
、
何
処
に
そ
の
貫
の
存
窟

讐
闘
魂
を
燃
や
せ

峠
よ
く
聞
か
れ
る
言
辞
で
あ
る
。
先
輩

重
曹
ら
も
よ
く
い
わ
れ
る
。
だ

が
こ
れ
も
買
に
た
こ
』
式
に
聞
き
流

し
た
玖
意
識
し
て
は
い
て
曳
英
傑

に
蛋
面
に
移
し
て
い
な
い
で
、
蟹
同

値
箪
な
あ
硬
上
に
お
け
る
一
種
の
慣
例

希
に
止
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
浜
状
で

は
な
が
あ
う
冊
。

r
閏
霹
常
ま
と
よ
く
言
う
。
が
し

棺
を
認
め
得
よ
う
伊
。
こ
と
に
各
校
の

英
刀
が
ほ
ほ
啓
匿
レ
て
来
た
今
日
に
お

い
て
は
、
な
お
更
の
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
厨
と
、
試
合
に
も
、
練
習
に

も
フ
ァ
イ
ト
を
掃
っ
て
望
む
こ
と
は
出

来
な
い
も
の
モ
あ
ろ
う
伊
。

ス
ポ
ー
ツ
の
胃
駒
は
や
は
カ
降
つ
と

い
う
こ
と
に
あ
る
と
患
う
。
体
を
轡
見

る
だ
け
な
ら
体
静
の
時
間
で
も
間
に
あ

敗
ら
尊
だ
。
除
を
度
外
視
し
た
試
合
な

ん
て
無
駄
が
な
い
。

怯
背
落
部
伊
あ
は
習
数
末
尾
を
か

こ
つ
声
が
未
だ
に
轡
見
な
い
。
こ
れ
は

碁
芸
で
も
増
や
さ
ぬ
限
力
潤
え
ぬ

声
冊
も
判
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
を

以
っ
す
車
戦
の
井
と
す
る
気
符
が
少
し

で
も
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
卑
怯

纂
辞
だ
。

我
々
の
発
根
遼
寧
－
り
・
で
あ
っ
た
ろ

う
伊
、
人
的
に
は
今
と
変
カ
な
い
、
む

し
ろ
そ
れ
即
今
の
勢
刀
で
も
、
あ
ん
な

に
も
多
く
の
辟
降
を
勝
ち
覇
っ
て
い
か

せ
は
な
い
か
。
．

鴬
は
や
は
カ
ブ
ァ
イ
n
セ
あ
る
。

我
ら
が
今
宵
堺
で
拳
の
【
包
精
神
』

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
猛
烈

な
フ
ァ
イ
ト
、
飾
烈
な
闘
魂
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
管
だ
。

誇
君
、
フ
ァ
イ
ト
7
フ
ァ
イ
ト
ノ
ブ

ア
イ
甚
燃
や
そ
う
。

J
・
R
・
C
団
鼻
ト
レ
セ
ン
に
参
加

浸
校
社
会
の
良
い
y
▼
身
－
を
作
る

た
め
の
青
少
年
赤
十
字
ト
レ
イ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
去
る
七
月
二
十
三
日
伊
ら

三
日
間
、
秀
和
稲
荷
の
社
務
所
で
開
催

さ
れ
、
茶
校
か
旦
二
名
が
参
課
し
た
。

今
や
辟
硬
、
家
産
、
社
会
の
ど
の
方
徳

の
鵬
腎
も
、
こ
Q
灸
臣
敵
軍
の
方
向
に

向
っ
て
い
る
が
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
の
毒
筆
の
整
い
約
な
も
の
で

参
篭
即
ち
県
下
の
二
十
一
校
の
袋
七
十
三

名
に
よ
旦
宿
四
日
の
間
抜
放
韓
が
行

わ
れ
た
。

ハ
ウ
ド
ユ
ド
ゥ
ー
l

の
歌
で
四
日
間
の

・
同
体
生
帯
が
開
か
れ
た
り
団
体
生
括

中
の
長
を
村
長
と
い
い
、
樽
の
参
祁

者
は
窪
で
村
長
は
互
選
で
一
日
ご

と
に
変
る
。
す
な
わ
ち
村
島
大
会
で

す
。
そ
の
中
に
彗
万
の
評
語
や

水
上
雲
霞
、
墓
淳
の
安
静

等
が
あ
カ
、
班
ご
と
に
別
れ
て
伊
あ

の
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
め
、
大
い

に
日
分
の
頼
兄
を
述
べ
、
ま
た
他
人

の
筍
嵩
も
聞
き
入
れ
許
帝
す
る
が
こ

れ
に
よ
り
大
い
に
日
分
を
養
う
こ
と

が
出
来
る
。
ま
た
そ
の
合
間
兵
火
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
歌
に
彦
見

ず
知
ら
ず
の
人
と
友
達
に
な
る
こ
と

が
出
来
た
。

校
舎
埠
姦
決
定

．
こ
こ
ー
等
位
前
か
ら
、
生
徒
の
ふ
え

空
方
、
教
室
歪
に
な
テ
ル
で
い
た

が
、
い
よ
い
よ
九
月
二
十
日
頃
冊
ら
硬

各
日
の
脚
濫
密
め
床
に
つ
い
た
。

試
合
は
二
膵
開
始
な
の
で
一
時
頃
、

会
雫
あ
る
日
大
プ
ー
ル
に
行
き
、
試

命
を
見
学
し
な
が
ら
我
々
の
帝
を
待
っ

た
。
我
只
の
相
手
誌
換
補
の
山
城

帯
校
で
あ
っ
た
。
山
城
帯
は
週
宏
に
お

い
て
も
敗
れ
て
い
る
の
で
掃
事
に
と
っ

て
茶
毘
は
な
い
と
ム
事
フ
ァ
イ
ト
を
出

し
て
敬
っ
た
。
水
温
は
我
々
に
と
っ
て

は
絶
好
の
コ
ン
ヂ
ィ
シ
ゴ
ン
、
山
域
帯

棒
も
繋
が
っ
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
前

l
ル
も
二
年
の
青
田
君
が
と
カ
攻
撃
に

う
つ
っ
た
が
山
城
は
試
A
蓮
び
が
う
ま

く
い
つ
も
惜
し
い
所
で
ポ
ー
ル
を
放
ら

れ
た
。
結
果
は
今
年
も
文
句
な
し
に
敗

れ
た
が
日
大
の
人
達
は
点
数
の
差
ほ
ど

技
術
が
は
な
れ
て
い
な
い
。
昆
叩
姓
訊

合
な
れ
し
て
い
た
所
だ
け
が
帝
レ
て
い

た
と
後
に
な
っ
て
お
し
え
て
く
れ
た
。

を
の
管
東
京
に
滞
在
中
毎
日
日
大

の
プ
ー
ル
匡
打
撃
、
試
合
を
見
学
し
た

カ
日
大
の
人
達
に
練
習
マ
ッ
チ
を
お
願

い
し
た
カ
ん
て
少
し
で
も
深
く
水
球
に

つ
い
て
の
技
術
な
鼻
に
つ
け
る
た
め
熱

心
に
啓
久
を
莞
U
た
。
二
十
日
午
後
日

大
の
人
達
に
お
礼
を
の
べ
、
来
年
も
必

ず
出
演
す
る
こ
と
な
的
東
し
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

禽
掬
葬
ユ
革
に
着
工
す
る
予
定
に
な
っ

た
。今
障
題
つ
校
舎
は
、
縫
工
雪
害
孟

■
方
円
の
予
定
で
、
撃
の
わ
き
の
サ

ク
を
と
カ
、
そ
の
塀
に
建
て
る
。

な
お
、
校
舎
増
弗
と
共
に
、
皇
軍

薦
菅
新
ら
し
く
つ
く
カ
、
さ
ら
に
前

に
下
蟄
圃
場
で
あ
っ
た
所
智
改
造
し

て
音
弊
教
室
に
す
る
こ
と
も
予
定
し
て

い
る
。

咤
諺
ク
君
の
焼
香
把
つ
ぐ
本
饗
韓
．
．

の
A
聾
が
あ
っ
て
、
九
時
三
十
怠
致

し
た
。堂

山
研
修
会
行
わ
る

七
月
一
宇
一
日
と
二
十
二
日
の
両
日

賛
山
コ
ー
ス
研
修
会
が
全
国
大
会
、
第

一
択
予
選
を
兼
ね
整
丁
山
（
三
ツ
缶
、

毒
網
哲
の
二
言
を
中
心
に
行

わ
れ
た
。
大
会
は
遭
難
対
罷
修
金
で

A
コ
ー
ス
（
枠
0
3
コ
ー
ス
轟
ノ

上
）
と
し
質
草
豊
蒙
執
、
義

対
薫
金
の
後
援
の
下
に
大
々
的
に

行
わ
れ
、
本
校
は
沢
井
、
田
沼
、
安
部

兼
摂
、
渡
辺
、
小
笠
原
が
参
郡
し
た
。

二
士
官
整
丁
山
頂
上
に
お
い
て
轟

が
有
力
、
豊
が
鷺
さ
れ
た

そ
の
際
に
本
琶
都
の
確
敢
怒
行
動

と
協
力
に
対
し
て
、
賓
状
が
誓
言

れ
た
。
第
一
望
遠
登
遺
す
。

八
月
一
宇
八
日
と
二
十
九
日
の
両
日

は
、
甘
痛
惜
山
縦
走
に
お
い
て
全
国
大

金
二
相
等
連
が
行
わ
れ
た
。
森
小

読
校
月
産
の
雨
の
中
で
開
会
式
が
姶
ま

め
、
静
け
さ
と
、
緊
張
の
円
に
、
ア
ル

ピ
ニ
ス
ト
の
買
宮
が
行
わ
れ
た
。

大
歓
迎
の
内
に
串
津
戸
駅
に
て
開
会

式
が
行
わ
れ
、
騨
東
海
浮
気
の
中
で
本

校
山
岳
部
は
二
重
技
術
校
に

演
出
さ
れ
、
粟
を
鰐
写
さ
れ
た
。

×
×
×
×
　
×
×
×
×

‥
断
∴
言
‥

×
×
×
×
　
×
×
×
×

要
ま
し
た
、
降
雪
勉

学
に
は
最
適
、
精
々
頑
張
カ
空
し
よ
う

さ
て
馬
青
空
ヨ
三
つ
。

×
　
　
×
　
　
×

聖
者
三
田
義
正
翁
の
海
曹
が
一

海
象
の
宣
言
行
わ
れ
た
。
墓
翫

者
た
だ
の
毒
。
い
く
ら
希
望
考
で
も

少
な
す
ぎ
ま
す
。
【
映
河
を
観
て
い
る

欺
部
が
う
ら
め
し
い
1
』

×

　

　

×

　

　

×

可
初
め
響
、
後
に
数
名
』
1
い
い

え
、
パ
チ
ン
コ
尾
じ
ゃ
あ
カ
ま
せ
ん
。

官
軍
講
習
の
零
す
。
太
陽
の
季
節
で

す
、
頭
も
う
だ
カ
ま
し
ょ
う
が
、
そ
こ

を
何
と
か
′
。

×

　

　

×

　

　

×

図
番
館
の
本
、
処
々
管
零
れ
て

い
る
の
が
あ
る
。
い
や
は
や
会
く
、
苓

故
の
勉
幹
象
す
）
に
も
困
っ
た
も
の

ク
イ
ズ
の
椎
熟
作
文
と
は
逢
い
マ
ヅ
セ

×

　

　

×

　

　

×

へ
雨
が
降
カ
ま
す
雨
が
降
る

私
の
自
室
・
び
し
よ
ぬ
れ
だ

、
量
麿
場
が
養
出
さ
ぬ

増
や
も
【
す
り
．
リ
ン
チ
り
・
り
シ
と
ベ

ル
が
な
る
』
て
な
具
合
に
娃
打
き
ま
せ

ん
も
の
ね
え
′
。

絶
琶
好
評
を
得
た
3
0
年
版
に
ひ
き
つ
づ
き
、
こ
こ
に
3

1
年
穀
新
版
を
刊
行

し
た
。
布
番
は
今
春
の
入
試
闇
崖
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
五
年
間
に
金
閣
主

要
大
学
で
出
嶺
さ
れ
た
入
試
関
越
哲
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
別
に
年
宿
に

ま
と
め
、
ヒ
ン
ト
・
解
答
を
そ
見
た
も
の
で
、
受
験
準
岬
の
参
考
竺
ま

は
惰
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
自
分
の
葱
写
る
大
学
で
は
、
一
ど
の

よ
う
な
閻
魔
が
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ヱ
太
啓
は
そ
の
録
を
解
明

北
大
・
東
北
大
・
堅
T
ハ
二
橋

大
・
東
工
大
・
東
京
教
育
大
・

東
京
外
語
大
・
お
茶
水
大
・
横
浜
国
大
・
名
大
・
京
大
・
阪
大
」
大
阪
外

琵
実
．
・
神
戸
大
・
広
大
・
九
大
・
東
京
都
正
大
・
大
駿
市
大
・
神
戸
高
大

・
早
大
・
慶
大
・
津
田
塾
大
・
立
命
飼
犬
・
同
志
社
大
・
関
西
学
院
大

過去五年間の問題はこうだ．／
仙l仙Il川川棚IIIlMll川MMl川‖冊Itt皿11肋紬l肌ll川棚Il瀾MlH日日lll川Ilmtt

（
問
題
収
録
校
は
管
に
よ
っ
て
多
少
変
更
が
あ
り
ま
す
）

岩
田
一
男
編

英

一
七
〇
円
　
申
措
　
正
義
桐
－
0
0
円

語
生
　
物

領
原
　
浅
男
靖

国

t
七
〇
円
　
渾
茶
　
邦
蓼
編
　
】
五
〇
円

語
日
本
史

尾
鋸
帰
参
編
　
t
五
〇
円
．

世
界
史

白
井
俊
明
監
修

物
－

白
井
俊
明
監
修

化

一
〇
〇
円
　
l
ニ
基
調
修
所
一
〇
〇
円

理
人
文
確
理

二
U
O
門
　
t
ニ
嘉
修
所
一
五
〇
日

揮
六
蒜
落

最近五箇毎

英
姦
辞
典

輔
翫
彊
琴
　
甥
顔
開

英
語
の
学
習
に
直
接
役
Ⅱ
つ
よ
う

な
叢
的
活
用
賞
品
に
約
集
。

辞
典
と
し
て
引
く
こ
と
も
、
参
考

零
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

締
れ
で
も
わ
か
る
用
例
、
縦
横
自

在
な
努
引
な
ど
、
ま
さ
に
新
し
い

総
合
英
文
法
番
と
い
え
よ
う
．

学受験

英語　ラ　ジ　オ講座
朝日放送．毎夜11貯30女ト～0時

悪習冨白田国禁等荒
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療
八
回
県
民
大
会
行
わ
る

撃
ビ
馴
東
北
大
会
出
場
権
獲
得

久
ボ
ふ
ノ
の
秋
に
入
り
、
第
八
翼
底
‥
育
大
金
は
ス
ボ
ー
ッ
の
雷
を
か
苦
り
、
過
日
、
八
月
十
七
、
十
八
、
十

九
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
辟
闇
市
の
寧
会
場
に
お
い
て
華
々
し
く
担
わ
れ
た
。
・

効
倭
奏
し
た
合
碍

真
北
大
会
出
場
権
握
る

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
都
は
去
る
八
月
十

七
日
の
開
会
式
に
先
立
っ
て
、
十
一
、

十
二
日
の
両
日
、
靡
開
高
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
華
々
し
く
開
陣
さ
れ
た
1

ま
ず
、
第
盲
目
媒
琴
鯛
的
九
時
一

半
、
義
盛
常
と
の
撃
で
大
金

の
帝
坊
っ
て
落
さ
れ
た
。
こ
の
試
合

我
枚
窒
火
し
た
フ
ァ
イ
ト
に
俄
え
、

前
半
2
・
：
ュ
、
後
半
9
1
と
彗
岡
1
1

対
4
と
置
く
下
し
第
山
回
戦
を
も
の
に

し
決
勝
に
進
ん
だ
。

続
く
十
二
日
は
、
花
北
緯
を
破
っ
て

膵
ち
進
ん
聯
腹
芸
佃
随
一
の
盛
衰

と
巻
繊
高
じ
え
た
。
こ
の
日
報
硬

【写亮】　ハンドボール　対盛岡一高戦、善戦

空しく放れる（盛周一高グランド）

は
出
足
よ
く
、
先
窯
を
上
げ
た
が
古

鏡
藤
岡
「
慧
ル
け
あ
っ
て
断
種
衝
く
前

半
7
…
1
と
リ
ー
ド
さ
れ
た
〉
拶
半
に

も
連
字
余
昌
、
壷
と
な
っ
て
穏
戦
し

た
が
押
は
ず
早
3
と
こ
れ
ま
た
リ
ー

墓
園
攣
i
と
盛
衰
の
前
に

用
し
た
。
続
い
て
東
北
大
会
出
場
権
を

掛
け
た
山
戦
が
沖
考
接
辞
翳
し
厳
禁

を
放
っ
た
花
北
帯
と
の
闇
で
熱
戦
冴
採

り
屏
げ
、
詔
冒
7
2
と
わ
ず
か
に
p

t
F
L
、
後
半
両
校
五
分
の
鷲
を
線

的
宙
げ
▲
苧
・
3
の
制
ス
コ
ア
で
碧
藤

了
。
綺
尚
苧
・
6
最
北
誓
下
し
東

北
大
金
相
場
曹
違
っ
た
。

成
紺
は
沢
の
溝
鼠
。

軍
需
1
1
一
日
出
品
両
市

▽
脾
好
戦

軍
曹
二
日
1
1
7
｝
遥
1
番

▽
善
巧
戦

等

貴

幸

登

▽
東
北
大
金
析
琳
建
蛋
戦

軍
曹
｛
門
㍊
轟
帯

二
回
戦
で
惜
敗

ほ
　
し
　
い
　
闘
　
志

決
勝
で
敗
れ
る

東
北
大
会
出
場
櫓
獲
得

ラ
グ
ビ
ー
の
部
は
十
七
日
か
ら
三
日

間
上
田
資
金
ラ
グ
ビ
ー
場
で
阿
‥
な
わ
れ

た
。
第
▲
回
墜
山
容
紫
帯
校
轟

し
た
が
、
柑
事
の
褒
梓
で
岬
回
戦
は
不

敬
膠
。
二
伺
敬
は
堺
同
市
と
対
戦
し

9
対
0
で
辛
膠
、
深
膵
墜
沢
尻
工
業

苫
校
と
対
数
、
年
攣
醇
六
筆
の

キ
ッ
ク
・
オ
フ
で
拭
合
開
興
部
半
1

5

対
0
鎮
半
1
9
約
〇
の
大
差
で
敗
れ
た
が

東
北
大
会
の
出
場
響
得
た
。

∇
第
二
伺
戦

掌
9
（
日
日
晶
一

軍
3
4
品
〓
日
昌
事

県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
主
催
の
日
大
二
帯
と

の
交
歓
試
合
は
去
る
】
宇
六
日
豊
ヲ

グ
ビ
ト
義
で
叫
設
仏
わ
れ
、
恵
存
羞

0
．
で
勝
っ
た
。
脆
い
後
半
戦
．

籠
球
の
郡
娃
事
尺
月
十
七
弓
河

北
か
群
等
行
わ
れ
琴
苓
放
け
欝
鵬

回
戦
、
里
胆
嚢
晶
敏
、
前

半
か
ら
出
だ
じ
良
く
、
シ
ュ
ー
ト
が
決

ま
カ
2
1
対
1
1
で
ガ
ー
ド
、
撃
も
そ
の

ま
涛
辞
し
切
っ
た
。

帝
一
顧
仲
生
魚
故
意
、
前

業
先
よ
い
ス
タ
ト
ト
で
n
河
山
と
リ

ー
ド
し
た
が
後
単
体
竹
軸
に
渡
れ
が
出

て
来
て
、
シ
ユ
」
ト
が
乱
れ
、
蓋

と
お
し
く
為
義
さ
れ
、
筆

バ
レ
ー
の
邪
は
、
宏
る
八
月
十
八
、

十
九
日
の
二
日
間
、
下
小
鼎
中
学
校
々

尾
で
行
わ
れ
た
。

第
巌
は
一
関
一
宿
が
秦
繹
し
て
不

戦
勝
。帯
一
軒
は
二
日
目
の
十
八
日
、
宿
敵

感
工
壷
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
折
あ
し
く
台
風
升
号
の
野
啓
で
十

時
か
ら
巌
雨
と
怒
聖
賢
ロ
は
中
止

に
な
っ
た
。
を
の
崇
、
苓
校
と
盛
ユ

の
試
倉
は
大
金
厨
終
日
の
十
九
日
に
延

期
さ
れ
た
。

十
九
日
は
、
第
二
賛
日
の
十
時
l
三

十
分
、
盛
工
の
サ
ー
ブ
で
試
合
が
哲

さ
れ
た
。
こ
の
日
、
選
手
津
は
二
日
の

休
蓼
で
体
刀
を
回
復
し
た
が
反
値
、
こ

の
盲
の
ブ
ラ
ン
ク
で
大
会
前
か
ら
練

習
し
て
整
っ
盗
網
子
に
み
だ
れ
が
見
ら

れ
た
。
過
去
の
射
撃
巌
で
は
芥
校
は

数
回
捗
っ
て
居
た
が
、
こ
の
日
の
感
工

怯
谷
ぬ
滞
欧
で
、
本
校
は
筆
戦
空
し

く
第
一
セ
ッ
ト
、
琴
一
セ
ッ
蓋
わ

れ
、
q
〃
・
．
・
0
で
敗
退
し
た
。

挙
。
唇
‥
豊
島
ユ【写真】　バレーボール　対盛Ⅰ司工悪戦、盛コ：高

の死闘に屈する（市立高グランド）

姦
義
の
前
に
屈
し
た
。

成
瀬
は
次
の
酒
色

準

決

勝

で

惜
敗

．
．
．
貰
襲
典
芸
警
十
八
阿
金
歯
帯
枚

鮮
辣
県
予
選
大
会
は
県
下
三
十
九
校
参

加
の
下
で
蒙
る
七
月
二
十
盲
か
ら
二

十
八
日
蕎
し
漂
市
営
、
葦
州
場

に
於
い
て
華
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。

本
校
蟹
の
大
会
に
於
い
て
見
事

に
栄
冠
を
警
埠
奥
羽
大
会
に
も
こ

れ
空
娘
の
予
劇
を
零
っ
て
堂
々
の

初
優
勝
毒
し
遂
曙
甲
子
園
へ
の
出

場
塵
を
得
て
正
派
な
戦
緯
お
轟
し
た
こ

と
は
養
記
憶
に
新
し
い
が
、
今
年
も

交
野
球
部
肇
森
い
て
は
全
国

大
会
へ
の
出
場
襟
を
写
こ
爾
雷

ら
か
に
桝
崩
ん
た
。

諒
軍
資
革
監
仔
智
彦
天
に

高
校
野

め
ぐ
ま
れ
た
二
日
目
の
二
十
二
日
午
後

一
撃
亭
安
富
市
営
辣
場
℡
揮
わ
れ

た
。
岩
手
　
1
0
2
0
0
1
1
0
0
5
…
5

相
同
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
…
1

∇
二
重
打
　
村
川
福
田

〔
払
罷
〕
芥
校
の
エ
ー
ス
中
野
が
始
終

好
投
で
和
学
の
相
同
を
悩
ま
し
て
茶

校
一
回
転
庶
点
差
、
そ
の
後
も

帯
川
詮
中
心
に
蓉
美
と
点
数
冷
房
、

棉
岡
に
竺
同
感
に
1
貞
履
過
さ
れ
た

だ
け
に
す
ぎ
づ
一
万
的
に
験
誓
、
笹

を
飾
っ
た
。

二
回
戦
旺
苛
銃
の
一
関
浄
帯
と
四
日

日
の
痘
背
中
牒

球
県
大
会

市
韓
球
場
で
行
わ
れ
た
。

岩
手
　
0
0
1
1
0
0
0
0
1
∵
3

】
関
南
0
0
∩
2
0
n
O
O
O
脚
2

〔
後
記
〕
初
め
村
川
が
押
け
照
固
ま
や

2
間
0
と
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、
叩
歯

茎
に
鯛
簡
達
智
狙
い
一
裏
打
や
安

打
を
指
し
、
一
挙
に
2
点
を
入
れ
ら
れ

雪
そ
れ
聞
ら
河
川
に
代
っ
て
好
調
の

中
野
が
好
打
し
、
八
回
ま
で
相
手
を
無

得
点
に
し
た
。
し
押
し
丸
岡
表
、
芥
校

が
無
死
二
塁
の
時
、
一
偏
田
が
左
前
安
打

で
奉
考
の
佐
々
木
が
発
達
、
決
勝
の
1

点
を
上
げ
苧
博
し
た
。

三
岡
戦
は
篤
行
帯
と
五
日
目
の
二
十

五
日
市
営
球
場
や
行
う
予
定
で
あ
っ
た

が
雨
天
の
為
ノ
ー
・
ゲ
ー
ム
と
な
旦
一

十
六
日
に
対
戦
す
る
革
に
な
っ
た
。

」
亭
六
日
は
良
コ
ン
ヂ
シ
ョ
ン
の
中

で
年
前
十
時
十
一
－
芽
か
ら
行
わ
れ
た
。

繹
1
ユ
▲
U
O
］
3
∧
V
↓
⊥
0
0
0
…
7

0

0

0

C

O

l

0

0

0

…

l

〔
後
記
〕
解
組
の
没
に
乗
っ
た
錦
野
は

各
日
も
相
手
の
奄
吊
を
よ
く
押
え
、
本

校
は
．
一
同
表
に
傑
繋
な
上
げ
、
そ
れ

か
ら
調
子
づ
き
、
二
面
、
凋
繭
に
大
盤

2
点
、
旦
盲
蓬
追
。
壱
彗
足

芥
何
事
に
l
点
を
返
さ
れ
た
だ
け
で
、

茶
校
の
騰
刺
に
終
わ
、
い
よ
い
鳥
羽

大
金
出
場
帯
努
請
け
ろ
準
決
勝
に
進
出

し
た
。
準
糞
漂
絶
好
の
勒
撫
日
よ
監
恵

ま
れ
空
手
七
日
市
韓
漁
場
で
塾
冗
の

璧
讐
市
と
村
政
し
た
。
塑
苫
砦
の

対
戦
と
あ
っ
て
、
本
校
寮
の
在
校

鏡
は
勿
静
バ
萱
け
つ
け
て

く
れ
、
琴
戦
と
応
莞
吸
と
を
一

帯
に
し
た
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
と

の
日
揮
丁
二
時
よ
め
白
静
め
火
ぶ
た
を

切
っ
た
。

盛
－
勺
α
0
0
0
0
0
0
旦
2

崇
宇
0
0
0
0
0
0
0
0
0
…
0

「
後
記
〕
こ
の
菅
、
投
豪
欝
で
勝

敗
が
套
さ
れ
る
も
の
と
あ
っ
て
、
エ

ー
ス
南
野
ば
連
日
の
試
合
の
痺
れ
も
忘

れ
て
好
投
し
、
盛
一
の
吉
相
智
良
く
押

え
切
っ
て
八
回
嘗
痘
禅
点
灯
し
た
。

苗
華
校
も
快
調
の
盛
一
の
エ
ー
ス
安

岡
妙
手
に
押
え
ら
れ
て
或
点
出
来
ず
九

同
を
迎
え
た
が
、
丸
岡
表
に
魔
が
斧
し

た
の
中
本
枚
の
守
備
に
す
き
が
出
、
盛

山
に
次
々
に
安
打
を
出
さ
れ
、
．
チ
ャ
ン

ス
を
も
の
に
さ
れ
て
一
番
に
’
点
を
入

れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
九
回
鴇
の
反
撃
も

丹
琴
、
盛
品
前
に
属
し
、
輿
羽
大

会
M
潟
措
真
狩
静
出
来
な
か
っ
た
。

△
第
一
回
歌

学
旦
竹
製
窒
義

挙
旦
即
禦
菱
義

便
然
上
ら
ぬレ
ベ
ル

柔
道
の
郡
畔
丁
七
日
、
静
観
願
に
歩

い
て
参
加
三
十
宕
校
が
詞
を
競
っ
た
。

我
が
校
の
精
解
は
〟
伺
戦
、
水
沢
商

と
顔
が
合
い
、
報
が
襟
見
事
轟
祝
見

せ
4
対
0
と
解
く
下
し
た
。
・

〓
伺
取
は
胃
市
水
と
対
戦
。
初
め
先

陣
、
二
将
と
零
b
れ
た
が
、
そ
の
後
中

島
、
酬
将
、
大
鰐
が
窄
戦
し
、
緯
崗
3

対
2
・
孟
T
く
も
浮
切
っ
た
。

三
河
戟
漆
原
闇
市
と
渡
力
合
っ

た
。
我
が
校
鮒
盛
i
吸
は
常
に
＃
蘇
記

喫
し
て
い
る
の
で
仝
岸
こ
そ
は
と
全

犀
大
い
に
素
質
込
ん
だ
が
ハ
技
の
差
は

如
何
ん
と
も
し
難
く
、
」
小
に
3
対
8

こ

だ

ま

▼
図
書
館
へ
要
望

毎
日
の
よ
う
に
珂
脚
加
俸
に
行
っ
て
ま

す
が
、
行
く
毎
に
感
じ
た
革
を
ら
だ

け
畏
親
致
し
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
蔑
み
博
聞
文
は
自

習
の
侍
な
ど
に
図
軒
館
に
汀
き
ま
す
と

入
っ
た
瞬
間
す
ぐ
辞
を
見
ろ
辞
が
あ

る
ん
で
す
が
、
な
ん
と
、
囲
毒
の
時

計
は
薪
い
て
い
る
か
、
動
か
な
い
の
か

蕪
際
の
時
刻
よ
カ
も
、
金
々
別
な
時
刻

登
が
し
て
い
る
時
が
多
い
よ
う
で
す
。

大
抵
の
人
は
時
計
智
持
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
供
み
た
い
に
一
尿
も
膵
計
を
か

け
た
事
の
な
い
葛
は
、
何
時
も
図
番
鯉

に
入
る
と
、
今
何
時
頃
だ
ろ
ケ
と
思
う

時
が
炭
火
で
す
。
貰
後
、
四
時
、
五

時
ま
で
、
図
顔
領
に
毎
日
の
よ
う
に
残

っ
て
い
る
時
な
ど
と
て
も
困
カ
ま
す
。

そ
こ
で
図
番
鍵
に
碑
ノ
畠
‥
盗
し
た
い

事
は
、
今
日
、
両
日
空
な
く
て
も
い
い

で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
ま
比
確
な
時

計
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
厚
み
時
間
な
ど
巧

ゆ
っ
く
カ
し
た
心
持
ち
で
、
本
や
新
聞

等
を
踊
む
革
が
出
来
る
と
思
い
慧
す
。

嵩
三
　
丁
生
）

∇
…
御
藍
琴
軌
う
ご
ざ
い
ま
す
、
一

腰
狂
っ
た
革
が
あ
汽
筒
し
ま
し
た
が

文
琴
フ
よ
う
に
な
り
■
ま
し
た
の
で
、
害

っ
そ
く
二
十
五
日
（
土
冊
日
）
に
膵
町

屋
に
憧
し
に
や
カ
ま
し
た
。
膠
問
に
は

嘉
蘭
位
か
か
る
そ
う
で
す
か
ら
、
し

ば
ら
く
の
開
脚
辛
雫
さ
い
。
各
蝮
は

正
確
な
時
刻
空
示
し
て
い
る
よ
う
に
滑

に
住
商
し
て
ゆ
き
ま
す
。（図
等
謂
当
局
）

▼
新
聞
発
行
に
つ
い
て
お
願
い

従
来
の
新
嬰
行
は
生
徒
－
人
に
一

部
と
な
っ
て
寧
監
事
か
、
或
る
万
よ

か
貸
枚
の
新
聞
を
琶
し
た
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
し
か
し
襟
円
ど
こ
で
も

販
売
し
て
お
ら
な
い
の
で
因
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
沢
回
の
発
行
か
ら

は
豊
飴
か
、
文
は
そ
の
他
の
場
所
で

販
売
し
て
く
れ
る
よ
う
に
お
腹
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
垂
二
　
K
生
）

▼
・
砲
投
稿
有
琴
っ
ご
ざ
い
ま
す
、
出

版
雪
貝
令
」
は
そ
の
事
を
以
前
か
ら
考

え
て
屏
妄
し
た
が
、
予
啓
の
関
係
で

発
行
部
数
が
ぎ
り
き
め
で
あ
っ
た
為
、

残
部
が
な
く
、
販
売
出
来
ず
に
居
カ
ま

し
た
。
丁
蕾
頴
が
有
力
ま
し
た
の

で
、
墓
貝
会
で
相
談
い
た
し
ま
し
て

今
回
よ
り
舞
茸
個
に
海
分
け
い
た
し
ま

す
。
な
お
惜
殿
は
二
面
の
場
命
は
五
円

四
面
牲
丁
円
、
不
問
が
十
語
学
す
。

（
出
版
葬
具
己

と
、
盛
一
の
前
に
敗
れ
ま
っ
た
。

▽
一
同
敬

彗
議
4
－
0
水
沢
尚

∇
二
間
戦

野
革
帯
3
・
－
2
害
汚
水

▽
一
一
両
鞍

哲
革
帯
e
－
4
盛
竺

に
は
鍔
定
、
十
m
日
に
ほ
閂
揖
竃
技
が

行
な
わ
れ
た
が
本
校
か
ら
ぼ
て
八
も
入

常
翠
は
な
か
っ
た
。

日
の
浅
い
剣
邁

剣
遇
の
部
は
大
会
衆
終
日
の
十
九
日

年
間
九
時
よ
カ
県
下
十
二
校
珍
加
の
も

と
に
行
わ
れ
た
。

苓
校
は
一
何
噺
不
戦
曙
二
回
敬
は

ニ
回
戦
で
敗
退
．

貴
大
金
澤
校
囁
頭
の
部
は
、
去
る

八
月
十
七
日
、
野
手
大
工
単
軌
コ
ー
ト

に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。

本
校
か
ら
喝
佐
火
雫
・
帯
締
、
井

上
・
久
保
田
、
小
托
街
・
阿
部
の
三
チ

ー
ム
が
出
城
し
た
が
、
溶
接
選
手
は
不

調
で
二
チ
ー
ム
が
二
同
吸
で
敗
れ
て
し

ま
っ
た
。
監
ず
一
同
戦
は
三
チ
ー
ム
と

∵
言
∴
十
二
∵
∵
・
予

軍
刀
野
撃
敗
菅
た
。

∇
一
同
戦
　
六
戦
勝

∇
二
同
数入

賞
者
な
し

県
擾
線
素
技
の
部
は
八
月
十
七
、

八
、
九
の
三
日
間
、
辟
開
山
覇
体
持
場

で
男
女
溝
、
に
九
チ
ー
ム
八
十
余
人
の
選

手
常
辞
め
て
行
な
わ
れ
た
。
苓
欝
ら

按
佐
々
木
、
戸
塚
、
五
日
市
、
阿
部
の

狸
浜
手
が
出
崩
し
た
。

．
十
七
日
の
入
場
式
に
研
い
て
十
八
日

九
で
し
ま
っ
た
。
小
穐
滑
・
阿
部
親
は

大
い
に
帝
敬
し
た
が
、
準
火
沖
瞳
肇
宿

帝
盛
岡
一
帯
看
取
、
こ
れ
義
戦
の

宋
匹
1
三
で
敗
れ
た
。

成
請
は
沢
の
通
力
。

惑褒敦慧豪
3
－
－
4
　
水
　
沢

3
－
4
花
琴
北

で

2

一

戸

4
－
1
。
千
・
展

3

1

感

同

義

－11－17－

名
作
『
慕
容
』
の
コ
ン
ビ
で

贈
る
慕
最
高
作
′

知
り
す
ぎ
て
い
た
勇

将
菜
ア
ラ
ン
・
ラ
ッ
ド
の
活
劇

青
い
戦
慄

中　劇

一日迄上映－

ア
メ
リ
カ
閻
阪
甥
捷
供

・
大
平
洋
戦
争
の
亙
相
′

日
本
か
く
戦
え
り

折
勒
七
変
化
遁
鞘
封
切

中央ホール

詣
最
新
式
機
械
完
備

メ
ガ
泉
の
デ
パ
ト
ト

水
　
　
晶

初父兄方へ　‥・

只今ビニール障子紙

特価阪亮中です

パイロット万年筆

・一本お里上毎に・

インキ1個進垂

説明藻及見本ハガ車申込次第進量

、文具事務用品一腰

小原商店精華堂
盛岡市4二王通カモシモシ185

日
清
日
活
日
活
日

活日活臼．
活
日活日活日活日活日活日清

☆日活錦秋のLI yE－U P
31年度芸術祭孝功u作品

好打胡痘痕作

11日迄　☆我が町・人肌地獄

18日迄　☆ニコヨン物妻帯・暁の逃亡

25日迄　☆狙われた男・決闘地獄

10月妄巳迄☆僻。の操．地下から来た勇

最高　の設備

盛岡　日活劇場．

日
活
日
活
日
活
日
活
日
活
日
活
日
活
已
活
日
活
日
活




